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7/14（水曜） 

ホーチミン市内に於ける新型コロナウイルス感染者が増え続けている状況が 

続いており、政府による規制がここにきて厳しくなっています。 

ホーチミン市内全域に政府首相指示第 16 号に従った社会隔離措置を実施する

ことになります。町工場や工場については、規定に従い、安全距離を保ち、マス

クを着用し、消毒・除菌を行う。住民は、食料、食品及び薬品の購入、救急、機

関、工場、生産施設、サービス業といった真に必要な時のみ外出できる。 

生活必需品の購入やその他緊急事態の場合は、妨げられない。人と接する際には、

最低 2 メートルの距離を保つ。職場、学校、病院及び公共の場以外に於いては

人より多くの人数で集合しない。貨物や必要不可欠なサービスは営業できるが、

感染防止策を徹底する。必要な場合を除き公共交通機関の旅客輸送を一時停止

する。等の規制が発せられています。 

 

また、ホーチミン市内にいる人が市外へ出る場合にも規制があります。 

ホーチミン市から各省市を訪れる全ての人（ホーチミン市で立ち止まらず通過

した人を除く）は、濃厚接触者に接触した者とみなされ、各省市に到着後に 

7 日間の自宅での医療隔離とその後 7日間の健康観察を行う。トラックの 

運転手に対しても市・省を越えて移動する場合、陰性証明を取得する必要があり、

各工場・運送会社も対応を迫られている状況にあります。 

 

市内各要所で検問が敷かれているため、朝夕の時間帯で大きな渋滞が発生して

います。（仕事に行く人たちの通勤ラッシュ時間帯で、企業が発行している通行

許可書がなければ通過することが出来ません） 

直近の報道にもありました通り、ホーチミン市の南に位置するロンアン省に 



於いて、すべての企業に対して一時停止の指示が出されており、各企業が混乱を 

する事態にもなっています。 

今回の第 4波の新型コロナウイルス感染が長期化すると、ロンアン省以外の 

地域・ホーチミン市内でも同様の措置が行われることも予想されます。 

 

6/21（月曜） 

現在、ホーチミン市内に於ける新型コロナウイルスの感染者数が減少せず、規制

が 6/20（日曜）より再強化されました。既に公共の旅客交通機関の輸送が停止

しております。必需とみなされない全てのサービスの活動や企業・学校・病院を

除く公共の場での 3人を超えた集まりなどが禁止となっております。 

また、政府機関や外資系を含む企業に対しては、直接的な政治・経済活動を極力

留め、オンライン業務への移行を促しています。 

 

一方、貨物輸送に関しては、感染対策を徹底の上、継続して行われております。

当社法人事務所スタッフ、入居ビルには異常などが出ておりません。 

しかしながら今後、工場や企業などでは、その活動に影響が出てくる可能性があ

ります。続報が入り次第、改めてご案内してまいります。 

 

 

 

 

 


